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＊衛生環境研究所のホームページからもご覧になれます＊ 

いずれのワクチンも生後２か月以上７か月未満に接種を開始することが望ましいです 

細菌性髄膜炎とは，ヒブ(インフルエンザ菌ｂ型)や肺炎球菌などの細菌

が，脳や脊髄を包む髄膜の奥まで入り込んで起こる病気です。 

お子さまを守るために，予防接種を受けましょう！！ 

ヒブ(インフルエンザ菌ｂ型)ワクチンと小児用肺炎球菌ワクチンは，

細菌性髄膜炎を予防するワクチンです！！ 

小児用肺炎球菌ワクチン 

ヒブ(インフルエンザ菌ｂ型)ワクチン 
接種開始年齢 

(＊)医師が必要と認めた場合は 20 日

１回目

27 日～56 日(＊)

５歳までに１回接種 

接種開始年齢 

生後２か月以上 

７か月未満 

１回目
２７日以上 

７か月～１３か月 

２回目

２回目

３回目

３回目

１歳未満

４回目

４回目

２７日以上

１歳１か月未満

２歳以上５歳未満 ５歳までに１回接種 

生後７か月以上 

１歳未満 

(６０日以上 

  かつ１歳になったあと) 

１回目 ２回目 ３回目

１歳以上２歳未満 
６０日以上 

１回目 ２回目

２７日以上

(６０日以上 

  かつ１歳になったあと) 

生後２か月以上 

７か月未満 

生後７か月以上 

１歳未満 

１歳以上５歳未満 

◆「京都市こどもの感染症」に関するお問い合わせ
 ○お近くの保健センター 

 ○京都市保健福祉局 保健医療課 （TEL:075-222-4421 FAX:075-222-3416） 
 ○京都市衛生環境研究所 管理課 （TEL:075-312-4942 FAX:075-311-3232） 
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